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「詩魂の画家」
山口薫の原風景

詩
情
的
、
幻
想
的
で
深
い
精
神
性
を
表
現
し

詩
情
的
、
幻
想
的
で
深
い
精
神
性
を
表
現
し

て
い
る
。

●
「
観
音
の
立
つ
山
」

　

故
郷
高
崎
は
、
山
口
芸
術
の
モ
チ
ー
フ
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
が
、
山
口
が
高
崎
市
の

シ
ン
ボ
ル
「
白
衣
観
音
」
を
山
口
独
特
の
叙

情
あ
ふ
れ
る
抽
象
表
現
で
と
ら
え
た
作
品
が

残
っ
て
い
る
。
こ
の
「
観
音
の
立
つ
山
」
は

高
崎
市
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
、
高
崎
公
園
あ

た
り
か
ら
見
た
観
音
山
丘
陵
の
シ
ル
エ
ッ
ト

と
、
城
南
球
場
の
あ
た
り
か
ら
見
た
白
衣
観

音
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
、

現
実
に
は
存
在
し
な
い
風
景
と
い
え
る
。
高

崎
市
美
術
館
は
、「
白
衣
観
音
の
大
き
さ
か

ら
考
え
る
と
、
空
を
飛
ん
で
く
る
鳥
た
ち
の

視
点
か
ら
と
ら
え
た
光
景
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」
と
言
う
。

　

こ
の
作
品
が
制
作
さ
れ
た
１
９
５
９
年

は
、
山
口
の
画
風
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ

る
時
期
で
、
風
景
や
人
物
の
描
写
は
い
っ
そ

う
幻
想
性
を
増
し
、
心
の
中
に
現
れ
て
は
消

え
る
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
性
質
を
強
め
て
い

く
。
こ
の
観
音
の
姿
も
、
詩
魂
の
画
家
と
呼

ば
れ
た
山
口
の
望
郷
の
思
い
、
心
象
風
景
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

●
郷
土
は
熱
く
私
を
育
む

　
「
背
に
榛
名
の
山
々
が
六
曲
一
双
の
屏
風

に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
め
こ
ま
れ
る
よ
う
に
ポ

コ
ン
ポ
コ
ン
と
並
ん
で
い
る
。
そ
の
裾
の
丘

陵
の
ひ
と
つ
に
私
は
生
ま
れ
た
」。
山
口
薫

は
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）
8
月
に
高
崎
市

箕み
さ
と郷
町
（
旧
群
馬
郡
箕み
の
わ
む
ら

輪
村
）
の
旧
家
に
誕

生
し
た
。
旧
制
高
崎
中
学
に
入
学
し
、
穏
や

か
で
純
粋
な
人
柄
の
秀
才
だ
っ
た
と
い
う
。

少
年
時
代
か
ら
豊
か
で
詩
的
な
感
性
に
恵
ま

れ
、
中
学
2
年
の
時
に
、
姉
に
油
絵
の
具
を

買
っ
て
も
ら
っ
た
。「
試
験
が
す
ん
だ
ら
油

絵
を
う
ん
と
描
こ
う
と
思
う
。
急
に
絵
が
書

き
た
く
な
っ
た
」
と
絵
に
熱
中
し
、
写
生
に

よ
く
出
か
け
て
い
た
。

　
「
私
が
愛
す
る
故
郷
。
こ
う
し
た
題
を
出

さ
れ
た
ら
一
巻
の
書
物
く
ら
い
は
た
ち
ま
ち

書
い
て
終
い
そ
う
だ
。（
略
）
郷
土
は
熱
く

私
を
育
む
」
と
山
口
は
故
郷
へ
の
思
い
を
記

し
て
い
る
。

●
僕
は
詩
人
な
の
だ

　

高
崎
中
学
校
を
卒
業
後
、
山
口
は
東
京
美

術
学
校
（
現
東
京
藝
術
大
学
）
に
入
学
し
、

在
学
中
か
ら
帝
展
な
ど
に
出
品
し
入
選
し
て

い
た
。
卒
業
後
は
渡
欧
し
、
セ
ザ
ン
ヌ
や
ピ

カ
ソ
な
ど
の
作
品
か
ら
、
近
代
絵
画
の
造
形

思
考
を
吸
収
し
た
。
前
衛
的
な
美
術
の
発
表

の
場
を
求
め
、
自
由
美
術
家
協
会
、
モ
ダ
ン

ア
ー
ト
協
会
を
結
成
し
画
壇
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。
山
口
は
国
内
外
で
高
い
評
価
を

受
け
、
東
京
藝
術
大
学
に
迎
え
ら
れ
る
。

　

山
口
は
29
歳
の
時
に
挫
折
し
、
憔
悴
の
底

に
沈
み
帰
郷
す
る
が
、
故
郷
の
友
人
や
後
輩

の
画
家
松
本
忠
義
ら
は
暖
か
く
迎
え
、
再
び

山
口
に
画
筆
を
持
た
せ
た
。
戦
前
、
絵
が
売

れ
な
い
時
代
の
山
口
を
支
え
た
の
も
井
上
房

一
郎
氏
な
ど
高
崎
の
理
解
者
だ
っ
た
よ
う

だ
。

　

１
９
５
５
年
、
山
口
は
旧
高
崎
市
役
所
の

玄
関
ロ
ビ
ー
に
幅
6
・
56
ｍ
の
大
作
「
朝
昼

晩
」
を
描
き
、
現
在
は
高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
移
設
、
展
示
さ
れ
て
い
る
。「
僕
は

詩
人
な
の
だ
」「
詩
が
僕
を
支
え
て
く
れ
る
」

と
山
口
自
身
が
語
る
よ
う
に
、
そ
の
作
品
は

と
山
口
自
身
が
語
る
よ
う
に
、
そ
の
作
品
は

詩
情
豊
か
な
画
風
で
戦
後
の
画
壇
を
牽
引

■油彩油彩「観音の立つ山」
   （   （1959 年  キャンバス31.8 ×40.9cm）

山口  薫（1907～1968）
Kaoru YAMAGUCHI

聖石
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烏
　
川
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高崎市役所
高崎駅

高崎市美術館

「朝昼晩」展示

「観音の立つ山」
 収蔵

高崎公園あたりから見た
観音山丘陵のシルエット
と、城南球場のあたり
から見た白衣観音のシ
ルエットが渾然一体と
なったと思われる。

「観音の立つ山」の景観


